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本
書
は
著
者
が
昭
和
二

O
年
に
東
京
文
理
科
大
撃
を
卒
業
し
て
い
ら
い
、
最

近
に
至
る
ま
で
、
約
二
五
年
間
、
文
字
通
り
一
筋
に
研
究
を
綴
け
て
き
た
南
詔

の
歴
史
的
研
究
を
主
と
し
た
内
容
の
書
物
で
あ
る
。
唐
代
に
雲
南
に
興
起
し
、

唐
代
以
降
に
お
い
て
も
闘
家
的
命
脈
を
維
持
し
た
南
詔
園
に
つ
い
て
、
長
年
月

の
問
、
一
貫
し
た
研
究
を
綴
け
て
き
た
著
者
の
態
度
に
敬
意
を
梯
う
と
と
も

に
、
東
洋
史
翠
界
に
と
っ
て
も
、
こ
の
大
著
を
得
た
こ
と
は
喜
び
に
堪
え
な

い
。
最
初
に
本
書
の
内
容
の
大
館
を
紹
介
す
る
。
本
文
だ
け
で
五
六
六
頁
に
わ

た
る
か
ら
、
そ
の
要
貼
だ
け
の
概
略
を
示
す
に
と
ど
め
る
。

本
書
は
前
編
と
後
編
に
分
け
ら
れ
、
前
編
は
南
詔
園
成
立
史
の
研
究
、
後
編

は
南
詔
国
史
各
論
と
し
、
最
後
に
南
諮
闘
成
立
史
年
表
、
南
詔
王
統
表
を
付
し

省
末
に
索
引
、
英
文
目
次
、
地
闘
二
葉
を
加
え
て
説
者
の
使
に
供
し
て
い
る
。

目
次
の
章
節
だ
け
掲
示
す
る
と
左
の
通
り
で
あ
る
。

前
編
雨
詔
閣
成
立
史
の
研
究

第
一
章
大
理
盆
地
の
前
史
第
一
節
雲
南
古
代
の
大
理
文
化

姓
部
族
勢
力
圏
の
存
在
第
三
節
張
姓
部
族
の
消
長

第
二
節
張

第
二
章
昆
明
盆
地
の
前
史

部
族
勢
力
の
消
長

第
三
章
唐
代
雲
南
の
烏
鐙
と
白
轡
第
一
節
唐
代
雲
南
の
民
族
分
布

二
節
烏
鐙
と
白
蜜
の
民
族
系
統
第
三
節
雲
南
白
族
の
族
源
問
題

第
四
章
六
詔
と
南
詔
第
一
節
六
詔
の
住
地
と
系
譜
第
二
節
南
詔
の
民

族
系
統
第
三
節
哀
牢
後
究
開
停
承
の
史
的
考
察

第
五
章
南
認
の
勃
興
第
一
節
南
詔
の
箆
頭
第
二
節
商
詔
の
大
理
盆
地

制
覇
第
三
節
南
詔
の
昆
明
盆
地
制
羽

第
六
章
南
詔
王
園
の
成
立
第
一
節
南
詔
の
唐
朝
離
反
第
二
節
唐
朝
の

南
詔
征
討
第
三
節
南
詔
園
の
成
立
と
吐
蕃
と
の
閥
係

第
七
章
南
詔
王
植
の
確
立
第
一
節
閣
羅
鳳
の
王
園
建
設
第
二
節
異
牟

尋
の
王
槽
確
立

後
編
南
詔
園
史
各
論

第
一
章
南
詔
閣
の
支
配
階
層
第
一
節
南
詔
廃
代
重
臣
表
第
二
節
閣
羅

鳳
代
重
臣
表
第
三
節
支
配
階
層
の
構
成
第
四
節
支
配
階
層
部
族
の
種

族
系
統

第
二
章
南
詔
官
制
の
史
的
研
究
第
一
節
南
詔
園
の
中
央
官
制
|
構
成
と

機
能
|
第
二
節
南
詔
官
制
の
成
立
と
史
的
製
遜

第
三
章
南
詔
園
の
強
制
移
民
政
策
第
一
節
閣
羅
鳳
の
強
制
移
民
政
策

第
二
節
異
牟
尋
の
強
制
移
民
政
策

第
四
章
南
詔
園
の
統
治
飽
制
第
一
節
都
城
の
史
的
繁
遜

制
と
六
節
度
制

第
五
掌
南
詔
閣
の
経
済
資
源
第

一
節
農
業
生
産
の
設
逮

雲
南
の
経
済
資
源

第
六
章
南
詔
文
化
と
漢
文
化
|
南
詔
文
化
の
一
考
察
|

第
一
節
雲
南
古
代
の
浪
文
化

著

第
二
節
奏
姓第

nu 

第
二
節
六
賊

第
二
節
古
代

第
一
節
雲
南
経
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脇
田
と
漢
文
化
の
波
及
第
二
節
南
詔
閣
の
漢
文
化

第
一
章
・
第
二
章
は
そ
れ
ぞ
れ
大
理
盆
地
と
昆
明
盆
地
の
前
史
を
序
章
的
に

叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
雲
南
地
方
に
は
西
方
の
大
理
盆
地
と
東

方
の
昆
明
盆
地
と
が
あ
っ
て
、

雲
南
西
部
・
東
部
の
中
心
を
形
成
し
て
お
り
、

居
住
民
族
に
つ
い
て
も
、
展
開
さ
れ
る
雲
南
地
方
の
歴
史
に
つ
い
て
も
こ
の
二

地
が
軸
と
な
っ
て
い
る
と
の
観
貼
に
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
著
者
の
こ

の
考
え
方
は
本
書
の
全
慢
に
現
わ
れ
て
い
る
。

第
一
章
の
第
一
節
は
昭
和
三
八
年
、
史
潮
八
二
、
八
三
合
併
践
に
登
表
し
て

い
る
が
、
昆
明
夷
、
毘
明
閣
の
説
明
か
ら
始
め
て
い
る
。
大
理
盆
地
が
史
上
に

登
場
す
る
前
二
世
紀
か
ら
南
朝
時
代
に
至
る
ま
で
の
聞
の
概
観
で
あ
る
。
と
は

言
え
、
大
理
盆
地
は
東
菅
時
代
以
降
ほ
と
ん
ど
史
上
に
現
わ
れ
ず
、
著
者
も
言

う
よ
う
に
五
胡
時
代
か
ら
二
世
紀
聞
は
敏
史
時
代
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
史
料
に
則
し
て
研
究
可
能
な
の
は
前
二
世
紀
か
ら
西
菅
が
雲
南
経
営
を
行
う

三
世
紀
後
半
ま
で
の
間
と
な
る
。
前
漢
武
帝
が
雲
南
東
部
の
昆
明
盆
地
に
援
っ

て
い
た
演
園
か
ら
、
こ
の
西
方
の
大
理
盆
地
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
湾
海
に
向

っ
て
経
営
を
す
す
め
て
い
っ
た
時
、
こ
の
前
漢
勢
力
の
現
わ
れ
で
あ
る
ビ
ル
マ

ル
l
ト
打
通
策
が
昆
明
閣
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
毘
明
闘

が
賞
は
今
の
昆
明
市
付
近
を
さ
し
て
い
ず
、
大
理
盆
地
か
ら
、
こ
の
西
南
方
の

保
山
豚
(
永一
回
目
)
に
か
け
て
の
地
域
に
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
三
閥
、

育
代
に
雲
南
地
方
を
昆
明
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
〈
無
論
、
南
中
と
も
格
す
る
〉
、

史
記
西
南
夷
停
な
ど
に
示
さ
れ
た
昆
明
と
は
今
の
大
理
盆
地
お
よ
び
こ
の
西
南

を
含
ん
だ
地
域
を
さ
す
と
力
説
し
て
い
る
。
そ
し
て
後
に
南
詔
園
の
主
要
な
住

民
と
し
て
唐
代
史
に
登
場
す
る
白
蟹
種
が
「
お
そ
ら
く
昆
明
夷
や
笈
牢
夷
の
後

奇
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
著
者
は
こ

こ
で
馬
長
誇
の
最
近
の
設
を
容
れ
て
、
唐
代
の
白
鐙
種
の
後
葡
が
今
の
白
族

で
、
こ
れ
が
明
清
代
の
民
家
で
あ
り
、
昆
明
夷
H
哀
牢
夷
H
H
白
鐙
H
民
家
H
白

族
で
あ
る
と
断
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
古
代
大
理
文
化
を
形
成
し
た
も
の
は
漢

代
い
ら
い
土
着
し
て
い
た
こ
の
種
族
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

三
頁
か
ら
四
頁
に
か
け
て
昆
明
種
族
と
偶
種
族
と
の
相
違
、
昆
明
種
族
の
経

済
を
論
じ
る
に
嘗
り
、
最
近
の
中
関
考
古
翠
界
の
成
果
を
調
査
し
、
こ
れ
に
よ

り
文
献
史
料
に
よ
る
論
議
を
補
っ

て
い
る
鮎
は
、
説
得
力
増
加
と
い
う
効
果
を

生
ん
で
い
る
が
、
遠
い
地
方
に
居
て
も
、
よ
く
上
京
の
機
曾
を
利
用
し
て
文
献

そ
の
他
調
査
に
忙
し
く
努
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
察
せ
ら
れ
て
、
研
究
の
熱
意

に
敬
服
す
る
。
第
二
節
と
第
三
節
と
を
費
や
し
て
張
姓
部
族
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
。
雲
南
に
お
い
て
は
唐
代
に
突
如
と
し
て
南
詔
と
い
う
国
家
が
現
わ
れ
た

よ
う
に
見
え
る
が
、
前
史
と
し
て
有
力
部
族
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
歴
史
的
背
景
に
立
っ
て
南
詔
園
が
生
ま
れ
、
南
詔
史
が
展
開
さ
れ
た
と
強

調
し
て
い
る
。
そ
の
前
史
の
母
慢
と
な
る
も
の
が
貫
は
大
理
盆
地
を
中
心
に
居

住
し
て
い
た
白
鐙
種
で
あ
る
昆
明
種
族
で
あ
る
と
述
ベ
、
こ
の
昆
明
種
族
が
古

代
大
理
文
化
を
築
い
た
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
張
姓
部
族
が
有
力
で
あ

っ
て
、
張
氏
自
子
園
と
呼
ば
れ
る
勢
力
闘
を
作
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
大
理
盆
地

を
中
心
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
漢
時
代
の
昆
明
圏
、
後
漢
時
代
の
亥
牢
閣

の
後
に
撞
頭
し
て
東
方
の
爽
姓
部
族
と
封
立
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
張
姓
部
族
に
つ
い
て
は
史
料
は
稀
少
で
宋
代
に
は
な
く
、
た
だ
僅
か

に
記
古
演
説
や
南
詔
野
史
系
の
史
書
に
た
よ
る
ほ
か
な
く
、
白
古
記
と
南
詔
園

出
也
と
を
史
料
と
し
て
説
明
し
た
後
に
、
唐
代
に
南
詔
蒙
氏
が
箆
頭
す
る
以
前
、

大
理
盆
地
を
制
し
て
い
た
の
は
張
姓
部
族
で
あ
っ
て
、
自
崖
城
に
嬢
っ
て
い
た

張
氏
の
白
子
園
が
そ
の
勢
力
闘
を
示
す
と
論
断
し
、
節
を
あ
ら
た
め
て
張
姓
部

族
の
消
長
を
論
じ
、
六
朝
期
張
氏
の
動
向
、
白
子
園
と
張
築
登
求
、
張
姓
部
族

の
衰
退
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
南
中
(
雲
南
の
こ
と
)
の
部
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品
目
に
姓
が
見
え
始
め
る
の
は
後
漢
末
に
早
い
も
の
が
現
わ
れ
る
が
、
一
般
に
南

中
の
諸
部
省
が
姓
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
の
は
三
閣
時
代
頃
か
ら
で
あ
る
。
釜
十

陽
闘
志
南
中
志
の
窃
漢
の
張
沓
、
窃
郡
太
守
健
策
張
裂
な
ど
を
例
示
し
て
い

る
。
大
理
盆
地
は
昆
明
盆
地
よ
り
も
史
料
乏
し
く
、
歴
史
は
分
明
し
難
い
。
漢

人
帝
闘
の
勢
力
が
巴
甥
方
面
か
ら
南
下
し
て
今
の
昆
明
方
面
に
ま
ず
波
及
す
る

が
、
こ
の
西
方
に
山
岳
を
へ
だ
て
て
存
す
る
大
理
盆
地
ま
で
延
び
て
い
く
こ
と

は
容
易
の
こ
と
で
は
な
い
。
著
者
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
階
代
に
漸
く
現
わ
れ
、
隔

唐
の
征
討
箪
に
抵
抗
し
た
西
海
河
諸
鐙
の
中
の
最
有
力
部
族
が
、
張
姓
部
族
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
唐
代
に
張
幾
進
(
釜
〉
求
が
大
将
軍
雲
南
王
に
封
ぜ

ら
れ
た
こ
と
、
閲
元
後
半
期
に
南
詔
が
勃
興
し
て
く
る
の
は
張
氏
政
檎
下
の
有

力
部
曾
で
あ
っ
た
曲
家
氏
が
、
大
理
盆
地
の
制
覇
権
を
張
氏
か
ら
奪
う
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
東
方
の
昆
明
盆
地
に
あ
っ
た
奏
姓
部

族
が
天
質
期
ま
で
栄
え
た
の
と
封
比
し
、
張
姓
部
族
が
早
く
も
初
唐
か
ら
衰
え

始
め
た
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

第
二
章
は
昆
明
盆
地
の
前
史
で
あ
る
が
、
全
部
出
版
に
笛
っ
て
付
加
し
た
未

設
表
の
も
の
で
あ
る
。
最
初
に
耐
鵬
首
犬
夷
と
浜
岡
と
に
つ
い
て
論
じ
、
つ
い
で
浜

文
化
の
形
成
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
雲
南
地
方
東
部
の
昆
明
盆
地
が
歴
史
に

現
わ
れ
は
じ
め
る
の
は
西
方
の
大
理
盆
地
と
同
じ
く
前
二
世
紀
で
あ
る
が
、
著

者
は
史
記
西
南
夷
停
を
引
い
て
、
文
中
の
膝
莫
之
属
が
昆
明
盆
地
東
学
部
を
漠

然
と
さ
し
て
お
り
、
勝
英
之
腐
の
最
大
の
部
曾
が
浜
圏
王
で
あ
っ
た
と
し
、
こ

の
厩
莫
之
属
の
民
族
系
統
に
ふ
れ
、
お
そ
ら
く
西
方
大
理
盆
地
の
昆
明
種
族
と

同
系
統
の
唐
代
の
白
鐙
種
に
含
ま
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
演
闘
に
は
既
に

戟
園
時
代
の
楚
の
文
化
が
流
入
し
て
い
る
が
、
著
者
は
史
記
西
南
夷
俸
を
引
い

て
浪
園
の
最
盛
期
が
、
漢
の
使
者
が
は
じ
め
て
演
王
嘗
売
に
曾
っ
た
元
狩
元
年

〈
前
二
コ
一
〉
頃
に
嘗
り
、
前
八
六
年
以
降
に
衰
え
や
が
て
史
書
か
ら
消
え
て

し
ま
う
と
説
い
て
い
る
。
文
化
方
面
で
は
濃
園
は
位
置
が
大
理
盆
地
よ
り
も
中

原
に
近
い
か
ら
、
歴
史
時
代
に
入
る
の
も
大
理
盆
地
よ
り
も
早
く
、
漢
文
化
も

巴
街
地
方
か
ら
南
渓
路
ぞ
い
に
早
く
か
ら
南
下
し
て
き
た
こ
と
を
述
べ
、
秦
漢

時
代
か
ら
巴
萄
人
と
西
南
夷
と
の
交
易
が
行
わ
れ
て
お
り
、
馬
、
牛
、
奴
隷
な

ど
寅
賀
さ
れ
た
事
質
に
ふ
れ
、
農
産
も
猿
想
以
上
に
あ
り
、
鎖
産
も
豊
富
で
あ

っ
た
と
説
い
て
い
る
。

既
に
前
一
一
一

l
二
世
紀
頃
に
昆
明
盆
地
で
は
住
民
は
定
住
農
耕
吐
曾
を
形
成
し

て
い
た
の
で
あ
り
、
階
級
祉
曾
の
出
現
と
と
も
に
浜
圏
王
の
よ
う
な
豪
舎
に
よ

る
富
の
集
中
が
行
わ
れ
た
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
昆
明
盆
地
の
古
代
文
化
|
浪

文
化
|
に
関
す
る
論
詮
に
著
者
は
文
献
の
ほ
か
、
最
近
の
石
築
山
古
墳
群
護
掘

報
告
を
使
用
し
考
古
撃
の
研
究
成
果
を
利
用
し
て
い
る
。

第
二
節
で
は
こ
の
地
方
の
住
民
で
あ
っ
た
奏
姓
部
族
勢
力
の
消
長
を
論
じ
、

奏
民
の
鐘
頭
、
惰
代
奏
姓
部
族
の
動
向
、
唐
代
前
宇
期
の
爽
姓
部
族
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
。
六
朝
初
期
か
ら
頭
角
を
現
わ
し
た
奏
氏
が
雲
南
東
北
部
の
曲
婿

盆
地
を
中
心
に
、
し
だ
い
に
そ
の
勢
力
を
昆
明
盆
地
に
強
大
し
、
六
朝
後
牢
期

に
雲
南
東
部
の
笈
植
を
撞
る
大
部
曾
と
な
り
、
王
闘
形
勢
の
気
配
さ
え
示
し
て

い
る
。
や
が
て
惰
朝
の
巴
萄
卒
定
後
に
行
わ
れ
た
雲
南
地
方
へ
の
進
出
と
経
営

と
に
よ
っ
て

一
時
的
に
大
打
勝
を
蒙
っ
た
が
、
依
然
、
居
間
氏
一
族
は
そ
の
徐
勢

を
保
ち
得
て
、
唐
朝
の
寝
殿
政
策
に
よ
り
そ
の
勢
力
は
温
存
さ
れ
た
。
吐
蕃
の

南
下
が
あ
り
、
唐
の
雲
南
経
営
が
後
退
し
て
、
武
后
時
代
に
居
間
氏
の
勢
力
は
櫓

大
し
、
玄
宗
期
に
は
昆
明
盆
地
一
得
に
盤
居
す
る
一
大
勢
力
闘
を
形
成
し
て
い

た
こ
と
を
概
観
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
著
者
は
唐
初
か
ら
早
く
も
衰
微
し

て
い
っ
た
大
理
盆
地
の
張
姓
部
族
と
封
照
的
で
あ
る
と
指
摘
し
、
天
質
初
年
の

奏
氏
一

一族
の
繁
栄
は
眼
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
讃
ん
で
興
味

を
そ
そ
ら
れ
た
の
は
唐
の
剣
南
節
度
使
が
経
営
し
た
紅
河
に
そ
う
て
東
南
下
し

。，“
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ハ
ノ
イ
方
面
に
出
る
歩
頭
路
(
安
南
路
)
で
あ
る
。
私
は
雲
南
地
方
に
は
地
域

と
し
て
の
核
が
二
つ
あ
っ
て
西
部
の
大
理
と
東
部
の
昆
明
が
そ
れ
で
あ
る
が
、

雲
南
地
域
の
東
部
の
核
と
な
っ
て
い
る
昆
明
付
近
の
地
は
巴
局
地
方
と
ハ
ノ
イ

方
面
と
の
間
に
地
域
的
関
連
性
が
強
く
、
こ
う
い
う
観
黙
に
立
っ
て
も
う
少
し

昆
明
盆
地
に
闘
す
る
研
究
が
ほ
し
か
っ
た
。
た
と
え
八
五

l
八
八
頁
に
あ
る
著

者
の
論
述
を
讃
ん
で
も
、
な
お
さ
ら
に
詳
述
が
望
ま
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
お

そ
ら
く
私
の
立
場
と
著
者
の
立
場
の
相
違
か
ら
お
こ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
紙
幅

の
関
係
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

第
三
章
は
唐
代
の
烏
績
と
白
轡
に
つ
い
て
の
論
考
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
節
に

唐
代
雲
南
の
民
族
分
布
を
述
べ
る
が
、
最
初
に
雲
南
地
方
諸
民
族
の
民
族
系
統

に
つ
い
て
最
近
の
皐
読
を
整
理
し
て
紹
介
し
、
つ
い
で
唐
代
雲
南
の
住
民
を
三

大
別
し
て
西
爽
白
蟹
と
東
袈
烏
鐙
と
に
分
ち
、
西
担
問
自
債
の
分
布
範
囲
は
今
の

昆
明
市
を
中
心
に
西
方
は
安
寧
、
緑
豊
南
麻
、
南
方
は
耳
目
寧
、
激
江
南
豚
、
東

北
方
は
嵩
明
、
曲
靖
、

箔
盆
等
の
燃
を
含
む
地
域
で
あ
り
、
東
掛
持
烏
僚
の
分
布

範
囲
は
昆
明
盆
地
東
北
部
の
曲
靖
、
尋
旬
雨
前
脚
、
東
部
の
師
宗
、
漉
西
、
菊
動

等
の
豚
、
南
部
の
建
水
豚
、
江
河
沿
岸
地
方
ま
で
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
言

う
。
そ
し
て
別
項
を
た
て
て
、
唐
代
の
烏
畿
と
自
費
と
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
、
西
察
白
轡
、
東
郷
烏
鐙
は
決
し
て
種
族
名
と
し
て
使
用
さ
れ
た
語
句
で
は

な
く
、
西
奏
に
は
白
鐙
が
多
く
、
東
郷
慌
に
は
烏
績
が
多
い
意
味
を
略
記
し
た
も

の
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
、

烏
鐙
と
白
僚
、
十
果
然
烏
畿
と
西
爽
白
鳥
が
混
同
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
黙
を
指
摘
し
て
い
る
。

大
健
、
著
者
に
よ
る
と
、
烏
轡
種
は
雲
南
の
北
境
、
東
北
境
、
東
境
の
山
岳

に
居
た
が
、
こ
れ
は
チ
ベ

ッ
ト
系
と
考
え
て
い
る
か
ら
、
四
川
省
{
且
賓
懸
か
ら

雲
南
省
麗
江
地
方
に
至
る
問
、
金
沙
江
北
岸
に
も
分
布
し
て
相
官
な
康
範
囲
に

わ
た
っ
て
居
住
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
謝
し
白
鐙
種
は
曲
靖
盆
地

か
ら
昆
明
盆
地
に
至
る
聞
を
中
心
に
住
み
、
水
稲
耕
作
す
る
定
着
農
耕
民
で
あ

る
が
、
が
ん
ら
い
は
西
方
大
理
盆
地
方
面
に
住
ん
で
い
た
も
の
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
白
轡
種
は
唐
代
に
は
大
理
盆
地
に
も
昆
明
盆
地
に
も
、
こ
の
間
の
山
間

低
卒
地
に
も
居
住
し
て
い
た
農
耕
民
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
ら
あ
た
り

に
地
闘
一
葉
を
挿
し
て
烏
鎖
、
自
衛
雨
種
の
概
略
の
分
布
固
で
も
示
し
て
も
ら

っ
た
ら
解
り
易
い
。
第
二
節
は
烏
融
車
種
と
白
轡
種
の
民
族
系
統
に
つ
い
て
論
じ

た
も
の
。
ま
ず
雨
種
の
生
業
、
習
俗
、
=
=
口
語
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で

著
者
は
烏
轡
種
濁
持
の
鬼
主
に
つ
い
て
簡
軍
に
ふ
れ
、
自
轡
種
に
鬼
主
制
度
の

な
い
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
雨
種
の
民
族
系
統
に
つ
い
て
は
著
者
は
、
早
く

も
ベ
リ
オ
が
ふ
れ
、
最
近
は
凌
純
撃
、
白
鳥
芳
郎
氏
な
ど
が
主
張
し
て
い
る
よ

う
に
烏
蟹
種
は
チ
ベ
ッ
ト
、
ピ
ル
マ
語
族
に
属
す
る
種
族
で
あ
る
と
い
う
見
解

を
肯
定
し
て
い
る
。
自
制
蛍
種
に
つ
い
て
は
凌
純
撃
、
松
本
信
慶
、
白
鳥
芳
郎
氏

の
説
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
牧
野
巽
氏
の
最
近
の
民
家
語
と
蟹
書
に
含
ま
れ
て
い

る
白
轡
語
と
の
比
較
研
究
の
結
果
を
も
述
べ
、
唐
代
に
晴
晴
さ
れ
る
白
貨
は
今
の

民
家
と
同
一
種
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
、
こ
れ
ら
諸
奉
者
の
設
の
共
通
鮎
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
白
鳥
裁
に
よ
る
と
白
蜜
語
は
タ
イ
語
で
あ
り
、
白

蟹
と
は
貨
は
タ
イ
族
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
著
者
は
「
今
、
に
わ
か
に
賛

同
し
得
な
い
も
の
が
あ
る
」
と
言
う
。

白
蟹
種
の
民
族
系
統
論
は
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
る
。

著
者
は
第
三
節
に
雲
南
白
族
の
族
源
問
題
を
論
じ
、
新
中
園
史
拳
曾
の
研
究

動
向
、
お
よ
び
雲
南
史
事
曾
の
最
近
の
研
究
成
果
を
述
べ
、
向
達
、
陳
碧
笠
、

王
叔
武
の
説
を
通
観
し
て
、
白
族
が
今
日
の
努
族
、
史
上
の
忌
先
系
種
族
で
あ

る
と
す
る
鮎
が
共
通
し
て
一
致
し
て
い
る
と
述
べ
、
他
方
、
雲
南
史
田
宇
曾
で
は

忌
売
族
系
統
、
多
種
族
融
合
説
、
雲
南
土
着
民
族
説
、
漢
族
系
読
が
あ
っ
て
論

季
さ
れ
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。
そ
し
て
新
中
国
に
お
い
て
は
最
近
、
白
族

-113一
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の
漢
族
系
統
論
が
さ
か
ん
に
な
っ

て、

史
上
の
雲
南
地
方
へ
の
漢
文
化
の
流
入

が
注
目
さ
れ
て
い
る
反
面
、
僚
族
説
を
唱
え
る
者
が
一
人
も
居
な
い
と
論
じ
て

い
る
。
こ
こ
ま
で
鎖
ん
で
く
る
と
、
前
に
、
に
わ
か
に
白
鳥
説
に
質
問
で
き
な

か
っ
た
著
者
の
気
持
が
よ
く
理
解
さ
れ
た
。
釜
山
旬
の
注
文
に
も
な
り
、
筆
者
自

身
も
充
分
で
な
い

か
ら
言
い
難
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
新
中
園
史
撃
界
の
動
向

か
ら
だ
け
で
、
日
本
の
諸
家
の
設
に
封
し
て
態
度
を
決
め
な
い
で
、
言
語
に
封

し
で
は
あ
る
程
度
の
言
語
謬
か
ら
、
人
類
翠
上
の
説
に
謝
し
て
は
人
類
撃
の
知

識
の
立
場
か
ら
著
者
濁
自
の
反
論
が
展
開
さ
れ
て
い
れ
ば
心
強
く
感
じ
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
著
者
指
摘
の
よ
う
に
最
近
の
中
園
人
撃
者
の
設
は
日
本

の
白
鳥
芳
郎
説
な
ど
と
は
全
く
封
照
的
で
、
た
と
え
新
中
閣
の
政
治
の
反
映
を

考
慮
に
入
れ
て
も
雲
南
史
研
究
に
お
い
て
残
さ
れ
て
い
る
大
問
題
で
あ
る
。

こ
の
第
三
章
は
第
て
二
章
に
比
較
し
て
迫
力
あ
る
内
容
を
持
っ

て
い
る
。

著
者
の
大
摩
卒
業
い
ら
い
の
研
究
か
ら
見
る
と
、
昭
和
三
五
年
頃
か
ら
注
目
し

は
じ
め
た
新
中
園
皐
界
の
動
向
、
言
語印字
人
類
事
考
古
島
ナ
な
ど
閥
連
諸
科
皐
の

研
究
成
果
を
吸
牧
し
た
新
し
い
論
考
の
せ
い

で
も
あ
ろ
う
か
。

第
四
章
は
六
詔
と
南
詔
で
あ
る
が
既
設
表
論
文
に
未
設
表
の
も
の
を
付
加
し

て
あ
る
。
第
一
節
に
六
詔
の
名
稽
、
六
詔
の
住
地
、
六
詔
の
系
譜
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
。
住
地
に
つ
い
て
は
A
・
B
-
C
の
三
表
を
作
製
し
て
諸
説
を
紹
介

し
て
い
る
の
は
識
者
に
と
っ
て
理
解
に
便
で
あ
る
。
結
局
、
著
者
は
六
詔
は
古

代
昆
明
邑
務
集
幽
の
経
済
文
化
の
上
に
形
成
さ
れ
た
六
個
の
政
治
集
闘
で
あ
る

こ
と
、
錘
書
に
「
六
詔
弁
烏
鐙
」
と
あ
る
の
は
六
詔
の
詔
主
が
一烏
鐙
種
で
あ
る

と
い
う
意
味
で
、
詔
主
の
下
の
人
民
が
す
べ
て
烏
鐙
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は

な
い
と
し
、
六
認
の
中
、

蒙
合
(
南
諮
)
と
蒙
織
の
二
詔
下
の
住
民
は
烏
蟹
種

に
属
す
る
が
他
の
四
詔
の
主
要
住
民
は
白
鐙
種
で
あ
っ
た
と
す
る
馬
長
喜
町
の
設

に
賛
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
南
詔
の
民
族
系
統
を
論
じ
る
場
合
、
南
詔
王
族
を

中
心
と
す
る
南
詔
蒙
姓
部
族
の
問
題
と
、
南
詔
闘
を
構
成
す
る
主
要
住
民
の
問

題
と
は
別
に
分
け
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
著
者
は
南

詔
蒙
姓
部
族
は
一
般
に
烏
蜜
種
で
あ
る
と
の
見
解
が
有
力
で
あ
る
と
言
い
、

自

分
も
そ
の
一
般
的
見
解
に
賛
意
を
示
し
、
南
詔
蒙
氏
H
H
烏
鐙
種
U
羅
羅
族
設
を

説
く
白
鳥
説
を
再
確
認
し
て
い
る
。
こ
れ
に
謝
し
南
詔
蒙
氏
支
配
下
に
あ
っ
た

南
詔
閣
の
主
要
住
民
は
白
鐙
種
で
あ
っ
た
と
述
べ
、
こ
れ
は
本
書
の
い
た
る
所

で
く
り
か
え
し
主
張
し
て
い
る
。

第
五
章
は
南
詔
の
勃
興
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
全
部
が
刊
行
に
笛
り
付
加

さ
れ
た
未
設
表
の
内
容
で
あ
る
が
、
績
く
第
六
、
七
章
と
と
も
に
、
南
認
圏
、か

唐
代
に
成
立
し
、
そ
の
王
権
が
確
立
さ
れ
て
い
く
そ
の
歴
史
的
経
過
を
あ
と
ず

け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
ま
ず
南
認
が
盛
頭
し
、
支
配
者
と
な
っ
た
蒙

氏
の
始
祖
か
ら
初
代
に
至
る
聞
の
史
停
に
つ
い
て
述
べ
、
南
詔
の
建
詔
(
詔
と

は
王
の
意
味
、
建
詔
と
は
部
族
長
を
中
心
に
集
圏
の
結
合
が
さ
れ
る
こ
と
を
言

う
)
と
遜
位
停
承
(
張
姓
部
族
か
ら
蒙
姓
部
族
に
支
配
権
が
移
譲
さ
れ
る
こ
と

に
闘
し
て
の
侍
承
)
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
著
者
の
考
え
で
は
六
詔
が
建
詔

し
た
の
は
大
理
盆
地
を
中
心
に
成
立
し
て
い
た
白
銀
種
勢
力
圏
で
あ
っ
た
張
氏

自
子
園
衰
退
以
後
で
、
張
氏
自
子
園
の
衰
退
は
貞
観
末
年
、
永
徽
初
年
頃
に
お

け
る
唐
箪
の
大
征
討
に
よ
り
決
定
的
大
打
撃
を
蒙
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
六
詔
の
中
、
も
っ
と
も
早
く
建
詔
し
た
蒙
合
詔
の
建
詔
は
永
徽
元

年
(
六
五

O
)
を
さ
か
の
ぼ
ら
ず
、
他
の
五
詔
の
建
詔
は
さ
ら
に
こ
れ
よ
り
遅

れ
て
七
世
紀
中
期
以
降
で
あ
る
と
す
る
馬
長
寄
設
を
採
っ
て
い
る
。
要
す
る
に

か
つ
て
張
氏
の
支
配
下
に
あ
っ
た
部
曾
の
蒙
氏
が
撞
頭
し
で
も
っ
と
も
有
力
な

部
品
闘
と
な
り
、
永
徽
四
年
(
六
五
一
二
)
頃
に
ま
ず
蒙
含
詔
が
建
詔
し
、
次
代
の

羅
盛
の
時
に
張
氏
政
権
が
瓦
解
し
、
こ
れ
に
代
っ
て
大
理
盆
地
南
部
の
質
権
は

事
質
上
南
詔
蒙
氏
に
よ
っ
て
把
鑓
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
著
者
は
遜
位
侍
承
か
ら
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推
し
て
賞
際
に
張
蒙
爾
氏
の
勢
力
交
替
の
時
期
は
六
七
八
年
前
後
頃
か
と
推
察

し
て
い
る
。
ま
た
研
究
結
果
を
表
化
し
、
南
詔
園
成
立
期
蒙
氏
世
系
表
を
作
製

し
て
い
る
。

著
者
は
南
詔
蒙
氏
の
撞
頭
を
論
じ
て
唐
の
太
宗
、
高
宗
の
頃
の
張
氏
支
配
時

代
に
は
部
省
の
中
で
、
烏
鐙
種
は
南
詔
蒙
氏
だ
け
で
あ
り
、
他
の
部
省
で
あ
る

張
、
楊
、
段
、
越
、
李
、
王
の
七
氏
は
い
ず
れ
も
白
鐙
種
で
あ
り
、
大
理
盆
地

に
古
代
か
ら
錬
っ
て
い
た
白
蜜
種
が
基
盤
に
な
っ
て
そ
の
上
に
張
氏
の
支
配
権

が
立
て
ら
れ
て
い
た
と
述
べ
、
し
た
が
っ
て
張
氏
に
代
っ
て
支
配
し
た
南
詔
蒙

氏
の
南
詔
園
も
、
そ
の
賓
鐙
は
従
来
の
白
鐙
種
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
と
述
べ

て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
前
後
一
貫
し
た
論
述
を
し
て
史
論
明
快
、
南
詔
に
闘
す

る
著
者
の
研
究
中
、
も
っ
と
も
重
要
黙
で
あ
る
だ
け
に
相
嘗
の
自
負
と
自
信
と

を
行
間
に
感
じ
る
。
つ
い
で
南
詔
の
大
理
盆
地
制
覇
を
述
べ
、
第
四
代
皮
緩
閣

の
時
、
開
元
後
牢
期
に
入
っ
て
か
ら
勢
力
が
急
に
設
展
し
、
大
理
盆
地
南
宇
部

を
制
す
る
よ
う
に
な
る
経
過
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
は
唐
の
雲
南
経
営
の
進

展
と
相
呼
臆
し
て
北
隣
の
白
鐙
種
を
抑
え
て
い
く
も
の
で
、
ち
ょ
う
ど
吐
蕃
勢

力
が
南
下
し
て
唐
の
雲
南
経
営
を
妨
げ
る
時
期
に
嘗
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
こ
こ
で
西
再
河
諸
鐙
の
討
卒
を
開
元
二
五
年
(
七
三
七
)
と
し
て
一

つ
の
劃
期
と
と
と
ら
え
て
い
る
。
つ
い
で
南
詔
の
昆
明
盆
地
制
覇
を
察
姓
部
族

の
内
部
事
情
、
南
詔
の
封
爽
姓
部
族
政
策
、
唐
朝
雲
南
経
営
の
動
向
と
南
詔
、

の
三
項
に
分
け
て
述
べ
、
南
詔
が
関
元
二
五
!
六
年
に
大
理
盆
地
を
制
覇
し
て

後
十
年
間
を
経
て
天
資
八
年
(
七
四
九
)
窟
軍
が
雲
南
大
征
討
を
行
な
い
、
こ

れ
が
南
詔
の
昆
明
盆
地
支
配
の
紹
好
の
機
舎
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

第
六
章
は
南
詔
王
園
の
成
立
を
論
じ
る
。
は
じ
め
に
南
詔
が
唐
朝
か
ら
離
反

し
て
い
く
経
過
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
天
資
九
年
(
七
五

O
〉
に
生
じ
た

雲
南
太
守
張
度
陀
事
件
を
き
っ
か
け
に
し
て
南
詔
が
は
じ
め
て
唐
に
武
力
的
反

抗
を
試
み
た
こ
と
、
離
反
の
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
南
詔
は
機
合
同
さ
え
あ
れ
ば

唐
の
濡
鮮
か
ら
脱
し
て
濁
立
す
る
こ
と
を
希
求
し
て
い
た
事
情
が
あ
っ
た
と
述

べ
て
い
る
。
第
二
節
の
唐
朝
の
南
詔
征
討
は
天
質
十
年
(
七
五

一
)
に
行
わ
れ

た
第
一
回
の
征
討
が
失
敗
し
た
こ
と
、
天
賓
十
三
年
(
七
五
四
〉
の
第
二
回
征

討
も
失
敗
し
た
こ
と
、
こ
の
失
敗
の
唐
朝
側
に
お
け
る
原
因
を
考
究
し
、
南
詔

側
が
意
気
軒
昂
で
あ
り
、
嘗
時
の
王
閣
羅
鳳
が
歴
代
南
詔
王
中
第
一
の
武
勇
あ

る
人
物
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
績
い
て
南
詔
と
吐
蕃
と
の
関
係
に
つ
い
て

検
討
し
、
ま
ず
吐
蕃
の
南
下
と
南
詔
の
動
向
に
ふ
れ
、
吐
蕃
勢
力
が
大
理
盆
地

に
浸
透
し
て
く
る
と
、
こ
れ
と
呼
態
し
て
反
唐
的
に
な
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ま
で

南
詔
が
親
麿
的
で
あ
っ
た
の
は
他
部
族
の
動
向
を
見
な
が
ら
濁
立
の
機
舎
を
侠

っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
こ
の
解
し
方
は
著
者
が
結
果
論
的
に
歴
史
的

解
穫
を
施
し
た
よ
う
に
筆
者
に
は
思
え
る
。

著
者
は
吐
蕃
と
南
詔
と
が
接
近
し
て
い
く
閥
係
を
述
べ
て
徳
化
碑
文
を
引
き

な
が
ら
、
南
詔
が
天
費
十
一
年
(
七
五
二
)
一
時
的
な
が
ら
唐
側
の
支
配
か
ら

脱
す
る
た
め
に
吐
蕃
に
臣
付
し
た
こ
と
を
叙
し
、
唐
箪
の
二
回
に
わ
た
る
征
討

の
際
に
吐
蕃
が
南
詔
に
援
兵
を
お
く
つ
た
が
、
天
質
十
四
年
(
七
五
五
)
安
史

の
飢
が
お
こ
る
と
唐
勢
力
は
後
退
し
、
吐
蕃
が
刷
同
州
方
面
か
ら
唐
勢
力
を
揺
逐

す
る
よ
う
に
な
り
、
吐
蕃
は
古
閑
a認
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

経
過
を
説
い
た
後
、
吐
蕃
の
重
度
を
は
ね
か
え
し
て
貞
元
十
年
(
七
九
四
)
六

代
異
牟
等
の
時
に
事
質
上
濁
立
し
て
南
詔
闘
が
成
立
し
た
と
論
じ
て
い
る
。

第
七
章
は
南
詔
王
権
の
確
立
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
い
か
に
異
牟
尋
が
、
そ

の
嘗
時
、
複
雑
で
あ
っ
た
南
詔
、
吐
蕃
、
唐
と
の
関
係
に
韓
国
面
し
な
が
ら
南
詔

圏
の
濁
立
を
完
成
し
て
い
っ
た
か
を
考
察
す
る
た
め
に
、
ま
ず
第
五
代
閣
羅
鳳

の
王
園
建
設
事
業
を
述
べ
、
六
代
異
牟
一
尋
一
が
吐
蕃
に
反
し
て
再
び
唐
に
付
し
た

こ
と
、
貞
元
九
年
(
七
九
三
)
に
は
吐
蕃
寧
を
破
り
、
翌
年
正
月
献
捷
使
が
長
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安
に
到
着
し
て
い
る
こ
と
、
今
の
剣
川
豚
付
近
住
民
を
強
制
移
住
さ
せ
て
大
理

盆
地
の
奥
北
を
確
保
し
た
こ
と
、
ま
た
挑
州
、
磨
些
等
の
地
方
の
白
蟹
種
を
大

量
に
東
方
の
昆
明
盆
地
に
強
制
移
住
さ
せ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
以
上
が
前

編
の
内
容
の
概
要
で
あ
る
。

後
編
は
さ
ら
に
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
第

一
章
南
詔
園
の
支
配

階
層
は
、
南
詔
園
の
重
臣
表
を
作
製
し
、
こ
の
表
を
基
礎
に
し
て
支
配
階
層
の

構
成
と
支
配
階
層
部
族
の
種
族
系
統
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
唐
曾

要
南
詔
鐙
即
時
、
雨
唐
警
南
鐙
停
、
掛
四
番
、
資
治
通
鑑
唐
紀
、
冊
府
元
勉
外
臣
部

太
卒
御
覚
、
南
詔
徳
化
碑
文
、
南
詔
闘
省
、
胡
本
南
詔
野
史
等
を
史
料
と
し
て

南
詔
歴
代
重
臣
表
を
作
り
、
そ
の
資
料
的
意
義
に
つ
い
て
述
で
さ
ら
に
南
詔

徳
化
碑
の
建
碑
事
情
と
徳
化
碑
の
史
料
的
倒
値
を
論
じ
た
後
に
、
こ
の
徳
化
碑

の
碑
文
面
と
碑
陰
銘
だ
け
を
史
料
と
し
て
閣
羅
鳳
代
重
臣
表
を
作
製
し
て
い

る
、
前
の
南
詔
歴
代
重
臣
表
は
六
代
田
央
牟
一蒋
以
降
、
大
理
図
に
至
る
ま
で
玉
名

を
上
欄
に
列
摩
し
、
縦
欄
に
姓
を
大
別
し
、
表
中
に
は
歴
代
ご
と
重
臣
名
と
そ

の
出
身
部
族
、か
解
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。
後
の
悶
羅
鳳
代
重
臣
表
は
前
表
以
外

の
姓
も
欄
に
書
い
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
重
臣
表
は
「
南
詔
史
研
究
に
重

要
な
役
割
り
を
果
し
得
る
」
と
断
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
自
信
の
現
わ
れ
で
あ

る
が
相
笛
苦
心
し
た
あ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
表
を
検
討
し
た
結
果
、
支
配

階
層
を
構
成
し
て
い
た
主
な
部
族
は
楊
、
段
、
越
、
玉
、
李
、
安
、
張
、
洪
、

杜
、
董
、
裂
の
十
一
姓
で
こ
れ
に
な
ら
ぶ
も
の
と
し
て
漢
人
系
の
鄭
氏
、
王
族

で
あ
る
蒙
氏
の
存
在
に
注
目
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
支
配
階
層
を
構
成
し
て

い
た
諸
部
族
の
住
地
と
種
族
系
統
を
考
察
し
て
、
南
詔
閣
の
主
要
な
役
割
を
果

し
て
い
た
第
一

等
グ
ル
ー
プ
は
傷
、
段
、
越
、
王
の
四
姓
、
第
二
等
グ
ル
ー
プ

は
張
、
本
一
ヘ
予
の
三
姓
、
第
三
等
グ
ル
ー
プ
は
董
、
洪
、
社
、
爽
の
四
姓
で
あ

り
、
合
計
十
一
姓
と
し
て
あ
る
。
そ
し
て
激
想
以
上
に
白
轡
種
系
大
姓
出
身
者

が
多
く
南
詔
図
の
重
臣
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
注
意
し
て
い
る
。
著
者
は
支
配

者
で
あ
る
南
詔
蒙
氏
が
烏
轡
種
で
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
多
く
白
鐙

穫
出
身
が
重
臣
と
な
り
烏
蜜
種
出
身
者
が
少
い
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
こ

だ
わ
る
必
要
が
な
い
と
し
、
そ
の
理
由
を
き
わ
め
て
筒
箪
に
付
記
し
て
い
る
。

こ
こ
ら
が
ま
た
筆
者
は
非
常
に
重
要
な
所
で
あ
る
と
思
う
し
、
著
者
の
如
く
簡

単
に
片
付
け
て
い
い
も
の
か
ど
う
か
、
問
題
と
し
て
残
ろ
う
。

第
二
章
は
南
詔
園
の
官
制
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
、
か
つ
て
護
表
し
た
こ

と
が
あ
る
論
文
で
あ
る
。
中
央
官
制
の
説
明
か
ら
は
じ
め
、
清
卒
官
系
の
官
、

曾
望
系
の
官
、
大
軍
将
系
の
官
に
項
を
分
け
て
論
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
表
を
作
っ
て

理
解
の
便
に
供
し
て
い
る
。
そ
し
て
節
を
あ
ら
た
め
て
南
詔
官
制
の
成
立
年
代

に
ふ
れ
、
五
代
閣
羅
鳳
の
時
代
に
中
央
官
制
の
骨
格
が
で
き
上
り
、
六
代
異
牟

尋
の
在
位
前
牢
期
に
改
編
整
備
さ
れ
た
と
言
う
。
そ
の
後
十
代
塑
佑
の
頃
か
ら

官
制
に
大
き
な
袋
化
が
現
わ
れ
て
く
る
が
、
著
者
は
こ
の
現
象
は
烏
蟹
系
の
南

詔
が
白
銀
化
し
て
い
く
史
的
傾
向
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。

第
三
章
は
南
詔
の
強
制
移
民
政
策
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、
全
部
が
未
護

表
の
論
考
で
あ
る
。

五
代
閣
羅
鳳
時
代
、
六
代
異
牟
零
時
代
に
南
詔
は
劃
期
的

に
設
展
し
濁
立
園
を
形
成
し
た
が
、
こ
の
場
合
、
圏
内
種
制
を
強
化
し
て
い
く

と
と
も
に
、
大
規
模
に
強
制
移
民
を
行
な
っ
た
。

農
耕
民
を
大
量
に
移
住
さ
せ

て
進
境
の
農
業
生
産
の
増
大
、
外
敵
侵
入
へ
の
防
備
に
あ
て
て
い
る
事
貨
を
詳

述
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
閣
羅
鳳
時
代
に
白
轡
民
を
曾
川
地
匿
(
今
の
曾
理
豚

を
中
心
に
し
た
地
域
)
に
移
住
さ
せ
て
い
る
が
、
移
住
を
強
制
さ
れ
た
の
は
お

そ
ら
く
大
理
盆
地
東
方
の
挑
州
(
今
の
挑
安
田
脚
)
地
方
の
白
蜜
種
住
民
で
あ
る

と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
西
然
自
轡
二
十
蔦
戸
が
雲
南
西
境
の
永
昌
盆
地

(
今
の
保
山
懸
が
中
心
)
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
南
詔
に
封
立
す
る

最
大
勢
力
で
あ
っ
た
昆
明
盆
地
の
西
実
自
費
を
打
倒
し
た
直
後
に
強
制
し
た
も
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の
で
る
る
。
地
聞
を
開
い
て
著
者
の
論
述
と
照
合
し
て
い
る
と
、
雲
南
東
部
の

昆
明
盆
地
か
ら
雲
南
西
境
の
保
山
懸
付
近
ま
で
西
線
開
白
轡
二
十
高
戸
が
移
住
さ

せ
ら
れ
た
と
思
う
と
、
そ
の
大
規
模
な
の
に
驚
く
ほ
か
は
な
い
。
こ
の
考
察
に

笛
っ
て
華
北
の
五
胡
時
代
の
徒
民
政
策
と
比
較
し
て
論
じ
た
な
ら
ば
さ
ら
に
突

込
ん
だ
考
察
が
得
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。

つ
い
で
異
牟
零
時
代
に
行
わ
れ
た
昆
明
盆
地
へ
の
農
耕
移
民
、
雲
南
西
部
へ

の
移
民
開
拓
に
つ
い
て
述
べ
、
閣
羅
鳳
時
代
の
強
制
移
住
は
王
園
建
設
に
際
し

て
、
封
立
す
る
部
族
を
強
制
す
る
意
味
で
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
異
牟
零
時
代

の
そ
れ
は
王
国
完
成
期
に
お
け
る
封
立
部
族
の
禍
根
一
掃
、
中
央
集
権
確
立
、

農
耕
開
設
を
期
し
た
も
の
と
述
べ
て
い
る
。

第
四
章
は
南
詔
閣
の
統
治
値
制
を
述
べ
て
い
る
が
、
最
初
に
都
城
の
史
的
援

濯
を
掲
げ
、
建
国
以
前
の
居
城
で
あ
っ
た
蒙
含
城
に
つ
い
て
説
明
し
、
つ
い
で

建
園
期
の
居
城
で
あ
る
大
和
城
に
つ
い
て
述
ベ
、
こ
こ
で
大
理
盆
地
域
薬
関
係

闘
を
一
葉
を
入
れ
て
あ
る
。
そ
し
て
六
代
異
牟
尋
以
後
都
城
で
あ
っ
た
今
の
大

理
市
に
あ
っ
た
大
理
城
(
陽
宜
昨
城
〉
の
築
城
と
唐
の
大
暦
十
四
年
(
七
七

九
)
、
こ
の
城
に
異
牟
尋
が
遷
都
し
た
事
賞
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
昆
明
盆
地

に
も
唐
の
永
泰
元
年
(
七
六
五
)
に
、
東
都
拓
東
城
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
、
こ

の
名
稽
が
後
に
善
闘
城
と
改
名
さ
れ
た
こ
と
に
ふ
れ
で
い
る
。
第
二
節
に
六
険

制
と
六
節
度
使
を
述
べ
る
が
、
六
時
剛
制
と
い
う
の
は
南
詔
園
の
畿
内
に
設
け
ら

れ
た
六
州
制
の
こ
と
を
い
う
。
地
方
に
は
六
節
度
二
都
督
制
が
布
か
れ
、
六
節

度
の
名
稽
と
位
置
と
を
説
明
し
、
「
唐
制
の
模
倣
ら
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

第
五
章
は
南
詔
園
の
経
済
資
源
を
論
じ
た
も
の
で
、
最
初
巳
農
業
生
産
を
述

べ
て
い
る
。
唐
代
の
断
片
的
な
史
料
で
は
あ
る
が
、
雲
南
地
方
に
農
業
が
設
達

し
て
い
く
あ
と
ず
け
を
行
な
い
、
南
詔
闘
の
農
業
は
水
稲
が
主
慢
で
、
市
女
類
ほ

か
粟
、
豆
、
黍
、
稜
な
ど
の
主
穀
類
が
主
な
産
物
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
農
家

は
牛
そ
の
他
の
家
畜
を
飼
育
し
、
連
作
技
術
を
と
も
な
う
多
角
的
経
営
を
す
る

役
畜
農
業
が
庚
く
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。
つ
い
で
古
代
雲
南
の
畜
産
資

源
、
鎖
産
資
源
、
特
産
物
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
蕃
書
そ
の
他
の
史
書
に

見
え
る
金
銀
貴
金
属
の
産
出
は
注
目
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

第
六
章
は
南
詔
に
波
及
し
て
い
っ
た
漢
文
化
を
論
じ
た
も
の
で
、
漢
、
六
朝

期
の
漢
文
化
波
及
、
唐
朝
雲
南
経
営
と
漢
文
化
波
及
を
述
べ
た
後
、
南
詔
園
の

漢
文
化
掻
取
、
そ
こ
に
展
開
さ
れ
た
漢
文
化
に
ふ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
王
室
を

頂
鮎
と
す
る
支
配
階
層
に
は
強
い
漢
文
化
の
影
響
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
一
般

住
民
に
ど
れ
だ
け
漢
文
化
が
及
ん
だ
が
、
自
同
種
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
と
結
ん
で
い
る
。
以
上
が
後
編
の
要
約
で
あ
る
。

最
後
に
紙
幅
を
慮
っ
て
気
付
い
た
黙
を
切
り
つ
め
て
若
干
付
記
し
て
お
く

L』
最
近
の
北
ア
ジ
ア
史
の
研
究
そ
の
他
の
分
野
に
お
け
る
東
洋
史
皐
界
の
研
究

動
向
か
ら
言
え
ば
、
本
音
一
国
に
も
う
少
し
、
雲
南
史
を
具
僅
例
と
し
た
中
園
進
境

史
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
く
各
民
族
の
氏
族
制
紅
曾
、
部
族
制
耽
曾
、
こ
れ

ら
が
結
合
し
て
史
上
に
現
わ
れ
て
く
る
園
家
の
、
歴
史
的
な
考
察
を
す
る
と
い

う
考
え
を
強
く
盛
り
込
ん
で
も
ら
い
た
か
っ
た
。
支
配
楢
の
頂
黙
に
立
つ
南
詔

蒙
氏
と
持
殊
闘
係
を
結
ん
で
い
た
部
族
は

一
と
し
て
史
料
上
に
現
わ
れ
て
こ
な

い
の
か
、
(
旬
奴
・
突
販
の
場
合
は
あ
る
〉
南
詔
圏
内
の
支
配
者
的
立
場
を
と

る
部
族
と
、
こ
の
支
配
下
に
立
つ
被
支
配
層
と
し
て
の
部
族
と
に
分
け
て
さ
ら

に
検
討
す
る
手
が
か
り
が
、
こ
れ
以
上
に
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
各
部

族
ご
と
の
部
族
構
成
に
つ
い
て
本
書
中
屡
々
「
部
省
L

を
重
視
し
た
著
者
の
考

え
は
穆
み
出
て
い
る
が
、
部
省
と
部
族
の
一
般
成
員
、
さ
ら
に
水
準
下
に
お
か

れ
て
い
た
者
は
い
な
か
っ
た
か
、
な
ど
に
つ
い
て
一
一
層
、
詳
細
に
知
り
た
い
と

思
う
。
な
る
ほ
ど
著
者
も
言
う
よ
う
に
史
料
少
く
敏
史
時
期
も
あ
り
、
筆
者
の

-117ー
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希
望
は
無
理
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
く
と
も
、
南
一
詔
図
を
そ
れ
以
前
、
昆
明
園

以
降
、
南
詔
園
以
後
の
雲
南
史
全
慢
に
位
置
づ
け
て
観
る
視
角
が
必
要
で
あ

る
。
こ
の
視
角
は
著
者
に
あ
る
に
は
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
さ
ら
に
張
く
部

族
構
成
、
図
家
へ
毅
展
し
て
い
く
場
合
の
部
族
相
互
闘
係
、
支
配
槌
と
の
閥
係

に
立
っ
て

E
観
し
た
上
で
、
南
詔
闘
の
構
成
様
態
の
歴
史
的
意
義
を
論
じ
、
史

上
の
位
置
ず
け
に
闘
す
る
見
解
を
示
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。
筆
者
は
三
八
八

頁
に
書
い
て
あ
る
著
者
の
付
記
だ
け
で
は
不
安
で
あ
り
、
三
八
九
l
三
九

O
頁

に
あ
る
南
詔
官
制
の
史
的
考
察
も
著
者
は
こ
れ
ら
の
考
え
を
無
論
念
頭
に
留
め

て
、
一
位
曾
史
的
考
察
へ
の
手
が
か
り
と
し
て
行
な
っ
て
は
い
る
が
、
も
っ
と
も

重
要
な
、
研
究
上
の
基
本
的
問
題
と
思
う
の
で
、
今
後
さ
ら
に
こ
の
方
面
に
注

意
を
梯
っ
て
研
銭
の
深
化
を
願
い
た
い
。
内
容
紹
介
の
つ
い
で
に
述
べ
た
が
九

八
1

九
頁
に
あ
る
烏
鐙
種
特
有
の
鬼
首
制
度
な
ど
こ
の
意
味
で
好
い
史
料
上
の

手
が
か
り
と
思
う
。

つ
ぎ
に
地
図
に
つ
い
て
注
文
す
る
な
ら
ば
谷
末
二
葉
の
地
聞
と
本
文
中
に
挿

入
さ
れ
た
も
の
は
そ
れ
な
り
に
意
義
を
有
し
て
い
る
が
、
省
首
に
線
図
的
な
一

葉
が
必
要
と
思
う
。
雲
南
は
イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
、
ラ
オ
ス
、
ウ
L

ト
ナ
ム
に
援

し
中
閣
の
一
部
と
は
い
え
、
あ
る
種
の
園
際
的
性
絡
を
交
通
交
易
史
上
有
し
て

き
た
地
域
で
あ
る
か
ら
、
成
都
、
ハ
ノ
イ
、
イ
ラ
ワ
ジ
川
中
流
域
、
ガ
ン
ジ
ス

川
中
流
域
、
金
沙
江
流
域
な
ど
含
ん
だ
地
形
圃
を
一
葉
掲
げ
て
お
く
と
、
讃
者

は
南
詔
闘
を
理
解
す
る
上
で
便
利
で
あ
る
と
思
う
。
さ
ら
に
細
か
レ
こ
と
で
あ

る
が
著
者
の
研
究
上
重
要
地
名
で
る
る
か
ら
述
べ
て
お
く
が
、
本
盟国
中
、
い
た

る
所
に
簡
と
偶
と
を
混
同
し
て
備
を
誤
っ
て
筒
と
書
い
て
あ
る
。
成
都
の
西
南

方
、
大
涼
山
の
西
側
、
今
の
西
昌
燃
は
唐
代
に
出
向
州
と
呼
ば
れ
、
治
所
が
あ
っ

た
。

一
般
に
古
代
で
は
こ
の
あ
た
り
の
地
を
偽
と
呼
ぶ
。
新
唐
書
地
理
志
に
備

州
は
あ
る
が
筒
州
と
い
う
の
は
な
い
。
著
者
は
史
記
西
南
夷
停
そ
の
他
の
史
書

の
原
文
を
引
用
し
て
も
全
部
誤
っ
て
鰐
と
し
て
あ
る
。
こ
の
誤
字
が
書
物
全
鐙

に
わ
た
っ
て
い
る
の
は
き
わ
め
て
残
念
な
こ
と
で
、
玉
に
傷
の
感
が
す
る
の
は

筆
者
の
み
で
な
か
ろ
う
。
引
用
文
に
所
々
、
中
略
し
て
あ
る
部
分
で
、
短
文
で

あ
る
か
ら
省
か
ず
引
用
し
て
示
し
て
お
く
ほ
う
が
よ
い
所
が
多
い
。
た
と
え
ば

一
二
九
頁
に
引
用
し
た
新
唐
書
南
鐙
侍
上
は
中
略
し
た
部
分
は
「
萄
諸
葛
亮
討

定
之
」
の
僅
か
に
七
字
で
、
意
味
上
か
ら
で
も
書
い
た
ぼ
う
・か

い
い
。
こ
の
引

用
文
で
南
女
王
国
と
あ
る
の
は
南
女
王
が
正
し
い
。
二
八
七
l
八
頁
に
通
鑑
を

引
用
し
て
あ
る
が
、
閣
羅
鳳
の
つ
ぎ
に
遺
使
の
二
字
が
ぬ
け
て
お
り
、
屍
は
戸

が
正
し
い
。

こ
れ
ら
の
細
か
い
こ
と
は
事
情
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
出
版
時
に
き

わ
め
て
多
忙
を
重
ね
て
い
た
と
見
受
け
ら
れ
る
著
者
の
校
正
も
れ
か
も
知
れ
な

東
洋
史
撃
界
に
お
い
て
未
開
拓
で
あ
っ
た
雲
南
史
に
一
貫
し
た
研
究
の
努
力

を
綴
け
、
斯
界
が
今
、
貴
重
な
著
者
の
研
究
の
結
晶
を
得
た
こ
と
は
著
者
な
ら

び
に
同
撃
の
土
と
と
も
に
欣
快
の
念
を
禁
じ
得
な
い
。
特
に
着
賞
に
漢
文
史
料

に
則
し
、
史
料
批
判
し
た
上
で
考
詮
し
て
い
く
態
度
、
南
詔
園
史
を
、
た
え
ず

最
近
の
中
園
史
撃
の
動
向
ゃ
、
考
古
響
、
人
類
夢
、
言
語
撃
な
ど
の
関
連
諸
科

撃
の
研
究
成
果
を
掻
取
し
て
、
必
要
の
あ
る
撃
説
を
紹
介
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
自

己
の
見
解
を
示
し
な
が
ら
み
ご
と
に
ま
と
め
あ
げ
た
こ
と
は
賞
讃
に
値
す
る
。

著
者
は
慶
大
本
書
に
お
い
て
史
的
考
察
と
い
う
こ
と
ば
を
好
ん
で
用
い
て
い

る
。
南
詔
園
史
の
研
究
に
笛
っ
て
、
た
え
ず
歴
史
家
と
し
て
、
南
詔
閣
の
歴
史

的
背
景
を
追
求
し
て
い
る
態
度
は
行
聞
に
溢
れ
て
、
東
洋
史
撃
の
皐
術
書
と
し

て
の
風
格
を
備
え
て
い
る
。
未
設
表
の
内
容
が
相
嘗
多
く
あ
る
の
は
、

こ
れ
ま

で
に
著
者
の
机
側
に
た
ま
っ
た
原
稿
で
あ
ろ
う
。
著
者
の
研
究
は
初
期
に
お
い

て
は
唐
朝
の
雲
南
経
営
や
漢
文
化
の
波
及
、

雲
南
の
資
源
な
ど
多
か
っ
た
が
昭

和
三
五
年
頃
か
ら
海
外
の
研
究
動
向
、
関
連
諸
科
撃
の
研
究
成
果
の
掻
取
に
注

。。



意
し
な
が
ら
官
制
や
族
源
問
題
と
取
り
く
ん
で
い
る
。
中
断
ま
た
は
集
中
す
る

こ
と
な
く
、
研
究
は
同
じ
ベ

l
ス
で
持
績
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
今
後
の

研
究
の
深
化
と
、
一
一
層
の
設
展
と
を
祈
念
し
た
い
。
最
後
に
奮
交
の
好
み
に
て

遠
慮
な
く
盲
評
し
た
こ
と
に
つ
き
、
著
者
の
諒
恕
を
請
う
し
だ
い
で
あ
る
。

ハ
前
田
正
名
)

清
末
の
秘
密
結
社

前
編

天
地
曾
の
成
立佐

々

木

正

哉

昭
和
四
十
五
年
十
二
月

B
5
剣

二

五

六
頁

巌
南
堂
書
庖

東
京
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本
書
は
、
著
者
が
最
近
巌
南
堂
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
一
連
の
シ
リ
ー
ズ
、

「
中
園
近
代
史
研
究
資
料
」
の
一
つ
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者

が
中
園
近
代
史
の
研
究
に
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
賞

で
あ
る
が
、
本
書
に
卸
し
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
著
者
は
本
宝
日
の
出
さ
れ
る
以
前

す
で
に
ロ
ン
ド
ン
の
公
文
書
館
に
赴
い
て
天
地
曾
閥
係
の
資
料
を
収
集
し
、

『
清
末
の
秘
密
結
一
世
〈
資
料
編
)
』
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
叉
著
者
は
阿
片

戟
字
、
清
末
の
排
外
運
動
に
つ
い
て
も
す
で
に
資
料
集
を
出
し
て
お
ら
れ
る
。

本
書
の
意
聞
は
、
著
者
が
は
し
が
き
の
最
後
に
も
書
い
て
お
ら
れ
る
よ
う

に
、
反
清
復
明
を
目
標
と
し
て
設
立
さ
れ
た
天
地
曾
の
起
源
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
置
か
れ
、
そ
の
方
法
と
し
て
ま
ず
天
地
曾
自
身
が
持
っ
て
い
た
起
源
説

話
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
れ
に
封
す
る
専
門
諸
家
の
解
圃
停
を
批
判
的
に
検
討
さ

れ
、
次
い
で
天
地
曾
の
名
が
初
め
て
世
上
に
現
わ
れ
る
機
縁
と
な
っ
た
林
爽
文

の
叛
飢
と
そ
の
管
時
の
清
朝
が
行
な
っ
た
天
地
曾
起
源
に
つ
い
て
の
調
査
を
考

察
さ
れ
、
更
に
康
煎
か
ら
乾
隆
年
聞
に
か
け
て
お
き
た
各
種
結
祉
の
叛
飢
や
事

件
と
天
地
曾
と
の
閥
連
を
比
較
検
討
さ
れ
、
天
地
曾
の
起
源
を
追
求
し
て
お
ら

れ
る
。
本
書
の
構
成
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
は
し
が
き
、
第
一
章
天
地
曾
停
承

の
考
察
、
第
一
節
反
清
復
明
根
菌
、
第
二
節
起
源
説
話
の
解
懇
、
第
二
章
林
爽

文
の
叛
飢
と
天
地
曾
、
第
一
節
林
爽
文
の
叛
鋭
、
第
二
節
天
地
曾
起
源
の
遁
求

第
三
章
天
地
曾
成
立
の
背
景
、
第
一
節
天
地
曾
以
外
の
各
種
結
祉
、
第
二
節
天

地
曾
出
現
の
背
景
で
あ
る
。
さ
て
、
本
書
を
章
を
追
っ
て
所
感
を
加
え
な
が
ら

紹
介
し
て
行
き
た
い
。

第
一
章
第
一
節
の
反
清
復
明
根
苗
か
ら
見
て
行
く
。
著
者
は
天
地
曾
の
起
源

を
考
察
す
る
に
嘗
っ
て
、
ま
ず
天
地
禽
自
身
の
侍
承
で
あ
る
「
反
清
復
明
根
首
」

と
か
「
西
魯
序
」
な
ど
の
説
話
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
が
由
来
す
る
文
書
を
摩

げ
、
そ
の
異
同
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
説
話
を
再
構
成

し
、
そ
の
中
か
ら
天
地
曾
の
起
源
に
関
す
る
史
貨
を
取
り
出
そ
う
と
さ
れ
た
。

著
者
の
依
っ
た
文
書
は
、
反
清
復
明
根
苗
(
羅
爾
綱
編
著
、
『
天
地
曾
文
献
録
』
、

貴
闘
肺
修
士
山
局
設
現
的
天
地
曾
文
件
、
一

l
三
頁
)
、
西
魯
序

(
同
書
、
守
先
閣

本
天
地
曾
文
件
四
一
四
三
頁
〉
、
西
魯
叙
事
(
粛
一
山
編
、
『
近
代
秘
密
枇

曾
史
料
』
、
省
二
、
一

l
一
一
一
頁
)
、
西
魯
序
(
同
書
、
省
二
、
三
|
七
頁
)
の
漢

文
文
書
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
比
較
検
討
し
た
上
、
更
に
英
謬
の
シ
ュ
レ

l
ヘ
ル

謬
『
洪
門
篤
史
』
、
ピ

ッ
カ
リ
ン
グ
誇
『
天
地
曾
の
起
源
』
、
ス
タ
ン
ト

γ
謬

『
三
合
曾
起
源
停
説
』
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
誇
『
洪
門
停
説
』
、
モ

l
ガ
ン
評
『
侍

読
三
合
曾
史
』
を
参
照
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
著
者
は
ま
ず
「
反
清
復
明
根
苗
」

を
紹
介
し
、
そ
の
上
に
諸
文
書
を
参
照
し
て
天
地
曾
の
成
立
年
代
、
少
林
寺
の

所
在
、
天
地
合
同
成
立
に
笛
つ
て
の
登
場
人
物
な
ど
を
比
較
検
討
し
、
つ
い
で
西

魯
叙
事
を
紹
介
し
、
そ
れ
が
しソ
ュ
レ

l
へ
ル
本
の
駆
一緒
で
あ
る
こ
と
を
つ
き
と

編
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